
令和4年2月28日

東京都立田柄高等学校長　加藤竜吾

４名程度（教員の１０％目安） １０名程度（教員の２５％目安）

登校形態

・登校前の健康観察の実施

・登校時の検温・消毒・マスク着用の徹底

・自宅学習の実施方法、課題を生徒に周知

・日々の健康観察の実施

・Ｔｅａｍｓによる終日オンライン授業とＳＨＲによる連絡

・教職員の校内・外執務場所分散の実施

教員の勤務 ・時間割の変更（自・他教科の教員による支援）
・必要に応じて時間割組換の実施

・自宅勤務によるオンライン授業の実施

指導形態
・展開授業を閉じる

・オンラインによる学年統一授業・教科共同体制の実施

・展開授業を閉じる

・オンラインによる学年統一授業・教科共同体制の実施

学習内容 ・実施可能な教科による臨時時間割の編成、実施
・完全臨時時間割の編成、実施

・教科・科目の年間指導計画・評価計画の見直しの実施

課題・教材
・オンラインを見据えた課題・教材の準備

・各教科フォルダに課題を準備、配信

・オンラインを見据えた課題・教材の準備

・各教科フォルダに課題を準備、配信

・実施方法・実施形態の見直し（中止・延期を含む） ・ 原則としてすべて中止

・ガイドラインに沿って実施

・顧問の変更等、指導体制の見直し
・ 原則としてすべて中止

・生徒へは黙食指導等、感染症対策を徹底させる

（中止する場合もある）

・教職員は確実な分散体制をとる

・原則としてすべて中止

（生徒通学の場合、半日授業を原則とし、教職員は自宅勤務を

中心とする）

・東京都教育委員会等への支援を要請

・教職員・生徒のＰＣＲ検査を実施

・ＳＣ等と連携し生徒のメンタルケアの実施

・東京都教育委員会等の応援体制を活用

・教職員・生徒のＰＣＲ検査を実施
その他

教育活動の優先順位 ①入学者選抜の実施、②卒業式・入学式の実施、③授業・学習活動の実施、④儀式以外の学校行事の実施

東京都立田柄高等学校ＢＣＰの策定について

授

業

・

学

習

活

動

陽性・濃厚接触者等で出勤できな教職員の割合（目安）　【管理職・事務職員・会計年度職員を除く定数４０名】

学校行事

課外活動・部活動

昼食


